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社会包摂デザイン・イニシアティブシンポジウム 

「多様性を解き放つため〜社会包摂デザイン 3年目の問いかけ〜」 

 

【日  時】2024年 2月 28日（水）15:00〜18:00 （開場 14:30） 

 

【開催方法】ハイブリッド開催（現地参加＋オンライン） 

      会場：九州大学大橋キャンパスデザインコモン 2階 アクティブラーニングスペース 

      〒815-8540福岡市南区塩原 4-9-1（西鉄天神大牟田線「大橋」駅より徒歩 5分） 

 

 【定  員】現地参加 80 名、オンラインは定員なし 

 

 【参 加 費】無料 

 

 【参加申込】事前申込制です。以下の申込フォームよりお申込みください。 

       https://forms.gle/TdU4DVRNCZjyYmEw8 

 

【基調講演】「多様性対応のための論理への模索 –家族、社会、生命」 

波平 恵美子（なみひら えみこ）先生 

［人類学］お茶の水女子大学名誉教授、元九州芸術工科大学教授 

「倫理としての多様性/価値としての多様性: メディア研究から考える」 

林 香里（はやし かおり）先生 

［メディア・ジャーナリズム研究］東京大学副学長・理事、大学院情報学環教授 

 

  ※シンポジウムのプログラムほか詳細は別添チラシを参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【お問い合わせ】 芸術工学研究院 社会包摂デザイン・イニシアティブ 

                                            TEL：092-553-4552  FAX：092-553-4552 

                                             Mail：didi-office@design.kyushu-u.ac.jp 

社会包摂デザイン・イニシアティブシンポジウム 

「多様性を解き放つため〜社会包摂デザイン 3年目の問いかけ〜」を開催 

 
九州大学大学院芸術工学研究院附属 社会包摂デザイン・イニシアティブは、設立からの 3年間

を振り返り、多様性と包摂性を同時に実現する「社会包摂デザイン」の在り方を考えるシンポ  

ジウムを開催します。私たちは、人々の主観的な現実に寄り添うこと、結論が出ないことに向き

合いながら社会に働きかけるデザインを追求してきました。 

 本シンポジウムでは、実践的なフィールドワークから性について記述されてきた文化人類学者

の波平恵美子先生、東京大学副学長として大学におけるダイバーシティ実現を推進する林香里 

先生をお招きし、社会が見落としてきた見えにくい問題や声の重要性についてお話いただきます。 

社会包摂デザイン・イニシアティブとは：社会包摂とは、障害、性、国籍、貧困などの理由で       

社会から阻害されてきた人たちを含めた、あらゆる人たちの存在が尊重される社会のあり方を 

指します。社会包摂デザイン・イニシアティブは、多様なニーズに応じたサービスを提供し、   

個人のポテンシャルを引き出すための「しくみ」をデザインすることで、健全な成長や、豊かさ

の新しい価値を生み出す社会づくりを先導する研究教育機関です。 

Webサイト https://www.didi.design.kyushu-u.ac.jp/ 
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